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主な内容

本年も社会福祉協議会の主旨に
ご賛同賜り、社会福祉の充実を
願って、賛助会員の募集をいた
しております。民間社会福祉事
業をご理解いただきまして、お
互いの幸せのためにお力添えを
賜りたいと思います。

賛助会員加入のお願い

土庄小学校５年生が校外学習
福祉会館を見学



⑵25. 9. 1 土庄町社協だより

　

こ
の
度
、
田
川
敬
司
会
長
の
後
任

と
し
て
町
社
協
会
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
前
任
者
同
様
に
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

現
在
、
現
役
世
代
3
人
弱
で
高
齢

者
１
人
を
支
え
て
い
ま
す
が
、
50
年

後
に
は
1
人
で
1
人
を
と
の
試
算
が

で
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
障
国
民
会
議
の
報
告
書
は

「
持
続
可
能
な
社
会
保
障
」の
た
め「
負

担
と
給
付
」の
バ
ラ
ン
ス
、給
付
の「
重

点
化
・
効
率
化
」
を
柱
と
し
た
医
療
・

介
護
の
自
己
負
担
増
な
ど
「
痛
み
」
を

伴
う
項
目
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

本
社
協
も
、
事
業
全
般
の
見
直
し

や
再
構
築
が
急
務
と
考
え
、
重
点
項

目
と
し
て
、
運
営
基
盤
の
強
化
、
地

域
福
祉
へ
の
取
り
組
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
振
興
育
成
な
ど
を
掲
げ

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
努
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
4
年
4
月
に
土
庄
町
社
会
福

祉
協
議
会
大
部
分
会
の
分
会
長
、
同

時
に
、
土
庄
町
社
協
理
事
を
拝
命
し

ま
し
た
。
以
後
、
先
輩
理
事
を
は
じ

め
、
多
く
の
社
会
福
祉
関
係
者
の
ご

指
導
に
よ
り
、
社
会
福
祉
の
根
源
は

「
誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
そ
の

人
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
活
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
学
び
、
福

祉
活
動
関
係
者
の
最
後
尾
か
ら
励
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
4
月
に
副
会
長
、
平
成

21
年
4
月
か
ら
会
長
と
い
う
重
責
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
一
身
上
の
都
合
で
会
長
及
び
理

事
を
辞
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

21
年
間
を
振
り
か
え
っ
て
み
ま
す

と
、
わ
が
身
の
非
才
を
恥
じ
る
ば
か

り
で
す
。
支
え
て
い
た
だ
い
た
理
事
、

評
議
員
、
事
務
局
の
職
員
を
は
じ

め
、
福
祉
行
政
関
係
者
の
方
々
に
は

何
と
お
礼
申
し
上
げ
れ
ば
よ
い
の

か
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

2
年
に
一
度
の
土
庄
町
社
会
福
祉

大
会
に
は
、
多
数
の
関
係
者
が
ご
参

加
い
た
だ
き
、
ま
た
、
大
会
の
記
念

講
演
に
は
学
識
経
験
豊
か
な
講
師
の

先
生
か
ら
「
福
祉
と
は
こ
ん
な
も
の

な
ん
だ
よ
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
県
外
の
福
祉
活
動
先
進
地

の
視
察
研
修
で
は
、
さ
す
が
先
進
地

社
協
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
地

域
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
を
掘
り
起

こ
し
、
話
し
合
い
を
重
ね
、
自
分
達

に
必
要
な
も
の
か
ら
実
践
し
て
い
る

姿
は
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
益
々

の
発
展
を
期
待
し
、
陰
な
が
ら
応
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
庄
町
議
会
の
教
育
民
生
委
員
長

と
し
て
副
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
わ
が
町
は
過
疎
化
・
高
齢
化
が

大
変
な
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
ま

す
。
社
協
の
役
割
は
、
町
民
が
「
幸

せ
に
」・「
豊
か
に
」
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
応
援
す
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
の
目
的
は
「
お
年
寄
り
や
子
ど
も

の
笑
顔
と
、
島
の
活
力
の
道
具
に
な

る
こ
と
だ
。」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
お
年
寄
り
の
笑
顔
が
常
に
あ
る

こ
と
が
、
本
当
に
豊
か
な
社
会
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
過
疎
高

齢
化
が
進
む
現
実
の
地
域
社
会
は
、

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
行
政

が
提
供
す
る
福
祉
施
策
だ
け
で
は
難

し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
社
会
福

祉
協
議
会
の
役
割
は
、
そ
う
し
た
行

政
が
手
を
差
し
伸
べ
に
く
い
と
こ
ろ

を
担
う
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会

土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会

土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会

会　

長

副
会
長

前
会
長

中
村
利
夫

濵
中
幸
三

田
川
敬
司

会
長
就
任
に
あ
た
り

会
長
就
任
に
あ
た
り

会
長
就
任
に
あ
た
り

退
任
あ
い
さ
つ

退
任
あ
い
さ
つ

退
任
あ
い
さ
つ

副
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

副
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

副
会
長
就
任
あ
い
さ
つ
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こ
の
た
び
、
田
川
敬
司
前
会
長
の

退
任
に
と
も
な
い
副
会
長
に
選
任
さ

れ
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
、

皆
様
方
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
中
村
新
会

長
を
中
心
に
社
会
福
祉
協
議
会
発
展

の
た
め
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

関
係
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
職
務
を
ま
っ
と
う
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
状
を
鑑
み
る
に
小
豆
島
で
は
少

子
高
齢
化
の
率
が
県
下
で
も
高
く
高

齢
化
の
波
が
足
元
ま
で
お
よ
ん
で
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
社
協
の
任
務
は

大
変
重
要
と
な
っ
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
会
員
皆
様
方
の
よ
り

一
層
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
簡

単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
6
月
20
日
小
豆
島
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
河
野
宏
宣
会

長
）よ
り
、
土
庄
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
対
し
て
車
い
す
を
2
台
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
土
庄
町
社
協
に
は
、
車

い
す
、
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
、
自
動
血

圧
計
な
ど
数
多
く
の
介
護
用
品
が

寄
贈
さ
れ
、
幅
広
く
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

車
い
す
は
介
助
を
必
要
と
す
る

人
が
外
出
、
通
院
等
を
す
る
と
き
、

ま
た
町
民
の
方
に
短
期
間（
1
カ
月

以
内
）の
貸
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会

副
会
長

森

川

卓

小
豆
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り

車
い
す（
介
助
型
）を
受
贈

【
土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
】

顧
　
問　
　
　
　
　
谷
久
　
浩
一

理
　
事

会　

長
（
北
浦
分
会

）　

中
村
　
利
夫

副
会
長
（
四
海
分
会

）　

森
川
　
　
卓

副
会
長
（
町
議
会
）
◎
濵
中
　
幸
三

土
庄
分
会
長　

松
本
　
紀
男

渕
崎
分
会
長　

谷
久
　
泰
司

大
鐸
分
会
長
◎
山
本
　
秀
樹

豊
島
分
会
長　

山
本
　
彰
治

大
部
分
会
長
◎
坂
口
　
則
雄

町
民
児
協
会
長　

余
島
　
邦
昭

町
福
祉
課
長　

須
浪
　
宏
和

学
識
経
験
者　

笠
井
美
惠
子

町
老
連
副
会
長
◎
今
上
　
皓
司

町
自
治
会
代
議
員　

井
上
　
正
清

町
身
障
福
祉
会
長　

川
井
　
孝
夫

町
婦
人
会
長　

濵
野
　
祥
代

社
会
福
祉
施
設
代
表　

岡
　
　
　
裕

監
　
事

学
識
経
験
者　

塩
本
彌
壽
子

町
生
涯
学
習
課
長　

南
堀
　
英
二

【
地
区
分
会
選
出
評
議
員
】

土
庄　

濱
口
幹
雄　

土
庄　

酒
井
　
徹　
　

土
庄　

植
田
正
義　

土
庄　

堀
川
宏
一

土
庄　

山
本
養
三　

土
庄　

藤
本
　
徹　
　

土
庄　

堀
川
　
隆　

土
庄　

木
香
敬
吾

渕
崎　

山
口
武
彦　

渕
崎　

田
渕
照
寛

渕
崎　

西
岡
宏
子　

渕
崎　

吉
岡
　
巌

渕
崎　

藤
川
洋
子　

大
鐸　
藤
本
佐
代
子　
　

大
鐸　

太
田
貴
久　

北
浦
◎
藤
本
正
則　
　

北
浦　

坂
井
歌
子　

北
浦
◎
葛
西
壽
美
子
　
　

大
部
◎
橋
本
勝
成　

大
部　

田
口
隆
司

大
部　

坂
口
哲
士　

四
海　

木
下
孝
司　
　
　

四
海　

高
橋
和
史　

四
海　

髙
橋
　
弥
　

豊
島　

西
口
清
次　

豊
島　

向
谷
由
美
　

豊
島　

三
宅
忠
治

【
団
体
選
出
評
議
員
】

社
会
福
祉
施
設
代
表
◎
池
本
　
幹
男

　
　
　

″　
　
　
　

松
本
　
　
幸

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
代
表　

三
枝
美
智
子

小･

中
学
校
代
表　

橋
本
　
明
彦

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
代
表
◎
岡
見
　
珠
美

社
会
奉
仕
団
体
代
表
◎
向
井
　
功
一

※
◎
印
は
新
役
員
（
敬
称
略
・
順
不
同
）　
　

あ
り
が
と
う

　ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う

　ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う

　ご
ざ
い
ま
し
た

副
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

副
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

副
会
長
就
任
あ
い
さ
つ



⑷25. 9. 1 土庄町社協だより

予算総額
29,604千円

平成24年度
土庄町社会福祉協議会一般会計決算報告

土庄町社協はこんな事業をしていきます土庄町社協はこんな事業をしていきます土庄町社協はこんな事業をしていきます

法人運営
15,793千円

企画・広報
事業
237千円

心配ごと
相談事業
110千円

ボランティア
活動事業
504千円福祉推進

支援事業
730千円

共同募金
配分金事業
1,234千円 福祉サービス

利用援助事業
4,146千円

シルバー
人材センター事業
3,616千円

チャリティー
事業
906千円

ふれあい
サービス事業
2,178千円

生活福祉資金
貸付事業
150千円

法人運営
15,793千円

企画・広報
事業
237千円

心配ごと
相談事業
110千円

ボランティア
活動事業
504千円福祉推進

支援事業
730千円

共同募金
配分金事業
1,234千円 福祉サービス

利用援助事業
4,146千円

シルバー
人材センター事業
3,616千円

チャリティー
事業
906千円

ふれあい
サービス事業
2,178千円

生活福祉資金
貸付事業
150千円

法　人　運　営
企画・広報事業
心配ごと相談事業
福祉推進支援事業
ボランティア活動事業
共同募金配分金事業
福祉サービス利用援助事業
シルバー人材センター事業
生活福祉資金貸付事業
チャリティー事業
ふれあいサービス事業

会計単位及び経理区分名

一　　般　　会　　計

収入決算額
一　般　会　計

支出決算額 次期繰越額
16 , 4 3 8 , 4 7 8

7 3 , 9 1 2
1 1 1 , 6 8 5
6 6 7 , 0 4 0
5 0 9 , 5 9 3
1 , 7 0 0 , 1 0 0
4 , 5 0 2 , 7 2 0
3 , 8 0 4 , 8 6 0
1 4 7 , 1 6 0
9 3 9 , 7 3 9
2 , 0 0 3 , 1 3 1
3 0 , 8 9 8 , 4 1 8

1 5 , 1 1 5 , 4 7 4
1 6 , 7 1 8
6 6 , 7 0 0
4 4 2 , 2 8 1
4 0 5 , 5 0 5
1 , 7 0 0 , 1 0 0
3 , 6 1 2 , 1 8 1
3 , 3 8 8 , 8 1 4
1 4 7 , 1 6 0
2 3 4 , 0 1 6
1 , 2 2 4 , 1 7 8
2 6 , 3 5 3 , 1 2 7

1 , 3 2 3 , 0 0 4
5 7 , 1 9 4
4 4 , 9 8 5
2 2 4 , 7 5 9
1 0 4 , 0 8 8

0
8 9 0 , 5 3 9
4 1 6 , 0 4 6

0
7 0 5 , 7 2 3
7 7 8 , 9 5 3
4 , 5 4 5 , 2 9 1

（平成25年度予算）

（単位：円）



25. 9. 1⑸ 土庄町社協だより

　

7
月
11
日（
木
）
土
庄
町
総
合
会
館

に
て
地
域
支
え
合
い
活
動
リ
ー
ダ
ー

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は

香
川
県
長
寿
社
会
対
策
課
が
主
催
し

て
お
り
、
1
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等

を
支
え
る
為
に
地
域
で
活
動
を
す
る

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

土
庄
町
と
小
豆
島
町
合
同
で
行
い

ま
し
た
が
、
60
人
を
超
え
る
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
地
域
支
え
合
い
ア
ド

バ
イ
ザ
ー（
東
か
が
わ
市
社
協
職
員　

津
野
氏
、久
米
氏
）を
講
師
に
迎
え「
人

と
ひ
と
が
つ
な
が
る
為
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
」
と
い
う
よ
う
な
講
義

や
他
地
区
で
の
先
進
的
な
取
り
組
み

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
東
か
が
わ

市
の
南
野
自
治
会
は
、
高
齢
化
率
が

45
％
を
超
え
る
地
域
で
す
。『
住
み

慣
れ
た
町
で
い
つ
ま
で
も
生
活
す
る

た
め
に
』『
そ
れ
な
ら
自
分
た
ち
で
』

と
の
思
い
か
ら
立
ち
上
が
り
ま
ず
、

1
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
を
対
象
に

近
隣
住
民
が
支
援
員
と
な
り
、
安
否

確
認
を
行
う
「
黄
色
い
旗
運
動
」
を

は
じ
め
ま
し
た
。
他
に
も
独
自
の
要

援
護
者
台
帳
を
作
成
し
た
り
、
定
例

会
、
サ
ロ
ン
活
動
、
自
主
防
災
活
動

な
ど
、
毎
日
の
活
動
を
続
け
る
中
で

信
頼
関
係
が
築
か
れ
、
小
さ
な
困
り

ご
と
も
早
め
に
相
談
解
決
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
同
じ
香

川
県
内
の
事
例
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
な
じ
み
や
す
く
、
時
に
笑
い

あ
り
で
楽
し
く
研
修
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
、
参
加
者
1
人
ひ
と
り
が
も
れ
る

こ
と
な
く
意
見
を
出
し
合
い
、
自
分

た
ち
の
思
い
を
形
に
表
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。　

　

参
加
者
に
は
、
見
守
り
活
動
や
、

サ
ロ
ン
活
動
な
ど
地
域
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
参
考
に
し
て
頂
け
た

と
思
い
ま
す
。
今
後
の
活
躍
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

社
協
豊
島
分
会
は
、
顧
問
に
自
治
会

長
3
人
、
役
職
員
13
人
、
自
治
会
選
出

評
議
員
32
人
、
賛
助
会
員
が
134
人
い
ま

す
。当
分
会
は
地
区
諸
団
体
と
連
携
し
、

地
区
福
祉
、在
宅
福
祉
に
重
点
を
置
き
、

明
る
く
住
み
よ
い
福
祉
の
豊
島
づ
く
り

に
努
め
る
こ
と
を
目
標
に
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

1
年
の
間
に
は
様
々
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
昨
秋
の
「
配

食
型
給
食
サ
ー
ビ
ス
」
の
「
ば
ら
寿
司
」

づ
く
り
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
11
月
11
日
、
当
分
会
の
役

職
員
、
自
治
会
選
出
評
議
員
と
そ
の
奥

様
方
、
総
勢
25
人
が
心
を
込
め
力
を
合

わ
せ
て
、
豊
島
内
の
対
象
者
（
数
え
年

80
歳
以
上
の
方
）
の
皆
さ
ま
に
少
し
で

も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
の
思
い
で
188
人

へ
「
ば
ら
寿
司
」
と
い
う
あ
た
た
か
い

心
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

こ
の
寿
司
は
、
豊
島
で
採
れ
た
新
米

を
使
い
、
釣
り
の
上
手
な
役
員
さ
ん
が

釣
っ
た
み
ご
と
な
ア
ナ
ゴ
を
丁
寧
に
料

理
し
て
、
何
日
も
か
け
て
10
キ
ロ
の
ア

ナ
ゴ
が
で
き
、
こ
れ
を
炭
火
焼
き
し
ま

し
た
。
ま
た
、
錦
糸
玉
子
も
大
量
に
盛

り
付
け
、
緑
色
の
き
ぬ
さ
や
、
赤
い
む

き
え
び
、
薄
紅
し
ょ
う
が
、
紫
蘇
で
染

ま
っ
た
ス
ラ
イ
ス
れ
ん
こ
ん
が
入
り
、

具
だ
く
さ
ん
、
カ
ラ
フ
ル
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
満
点
、
栄
養
満
点
の
ば
ら
寿
司
の
完

成
で
す
。
パ
ッ
ク
に
入
っ
た
こ
の
寿
司

を
持
つ
と
ず
っ
し
り
重
く
、
一
度
で
は

食
べ
き
れ
な
い
量
が
あ
り
ま
す
。
味
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
星
5
つ
を
差
し
上

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
の

皆
さ
ま
か
ら
は
、
後
日
、
た
い
へ
ん
お

い
し
か
っ
た
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
声

を
耳
に
す
る
と
、
あ
あ
よ
か
っ
た
と

ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
分
会
役
員
一
同
が
協
力
し

て
、
喜
ん
で
頂
け
る
給
食
サ
ー
ビ
ス
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
支
え
合
い
活
動

　リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

地
域
支
え
合
い
活
動

　リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

地
域
支
え
合
い
活
動

　リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　豊
島
分
会
紹
介

土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　豊
島
分
会
紹
介

土
庄
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　豊
島
分
会
紹
介

〜
ば
ら
寿
司
〜

〜
ば
ら
寿
司
〜

〜
ば
ら
寿
司
〜
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平成24年度共同募金（25年度使途分）報告
赤い羽根共同募金にご協力いただきありがとうございました

土庄分会

渕崎分会

大鐸分会

北浦分会

四海分会

豊島分会

大部分会

土庄保育園

ひまわり福祉会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町社会福祉協議会

土庄町老人クラブ連合会

土庄町身体障害者福祉会

小豆郡手をつなぐ育成会

土庄町民生委員児童委員協議会

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

冷蔵庫
リフォームシャッター

アンプ・スピーカー他

回転黒板

冷蔵庫

冷蔵庫

オーブンレンジ

座　卓

老人福祉大会会員旅費

広報紙印刷費

会報印刷費

お散歩車

研修会旅費等

福祉のまちづくり事業

福祉だより発行事業

老人給食サービス事業

米寿該当者記念品

社会福祉協議会 北 浦 分 会
（北浦公民館）

土庄保育園

渕 崎 分 会
（渕崎自治会公民館他）

土 庄 分 会
（千軒自治会館）

大 鐸 分 会
（アクティブ大鐸）

団　　　体　　　名 使 途 内 容 配 分 金

合　　　　　計

199,500

141,750

203,962

107,800

102,375

90,000

76,497

70,000

30,000

25,000

85,837

100,000

55,125

50,000

300,000

300,000

200,000

126,000

204,171

2,468,017

オートーソプディス
ペンサー

しめ飾り・門松

昨年10月から皆様よりお寄せいただきました寄付金は下記のとおり配分します。（単位 円）

テント収納庫

合　　　　　　　　　計

土庄町婦人会

土庄町老人クラブ連合会

土庄町食生活改善推進協議会

土庄町身体障害者福祉会

小豆郡手をつなぐ育成会

小豆更正保護女性会土庄支部

土庄町民生委員児童委員協議会

小豆島マインド

たんぽぽ朗読会

ふれあいてんてん

ひ　か　り

ふれあいオリーブ

10,000

30,000

5,960

25,000

6,000

14,280

6,500

10,000

10,000

10,000

41,000

10,000

178,740

配　　布　　先 配 分 金 配　　布　　先 配 分 金

平成24年度

福祉チャリティーバザー収益金配分報告
　福祉チャリティーバザーにご協力いただきありが
とうございました。平成24年11月13日開催のチャリ
ティーバザーの収益金を下記のとおり配分しました。

（単位：円）
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五
万
円	

濵
中　

進	

伊
喜
末

三
万
円	

中
上　

浩	

長　

浜

三
万
円	

山
田
正
秋	

小　

江

五
万
円	

宮
下
正
晴	

伊
喜
末

二
万
円	

九
冨
正
美	

小　

江

三
万
円	

島
本
若
美	

小　

江

五
万
円	

坂
本
明
彦	

伊
喜
末

豊
島
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円	

美
山
洋
一	

唐
櫃
岡

二
万
円	

森
美
佐
子	

家
浦
浜

二
万
円	

木
村
牧
子	

家
浦
硯

大
部
分
会
に
対
す
る
も
の

二
万
円	

小
川
俊
彦	

向　

町

五
万
円	

森
山
成
人	

小　

部

三
万
円	

宮
西　

修	

上　

野

三
万
円	

砂
子
喜
久
子	

上

野

三
万
円	

黒
田
利
恵
子	

田　

井

町
社
協
に
対
す
る
も
の

五
万
円	

森
口
正
人	

鹿

島

五
万
円	

毛
利
純
祐	

鹿　

島

五
万
円	

山
本
正
志	

馬

越

五
万
円	

山
崎
政
則	

千　

軒

五
万
円	

吉
岡
千
鶴
子	

天

神

十
万
円	

平
井
義
章	

北

山

三
万
円	

長
池
道
弘	

王
子
前

十
万
円	

松
本
雅
幸	

平　

木

三
万
円	

南
堀
英
二	

保
土
喜
崎

三
万
円	

田
中
明
彦	

上　

庄

十
万
円	

橋
本
明
彦	

小　

海　

三
万
円	

坂
本
武
則	

小　

瀬

三
万
円	

三
木
香
里	

黒　

岩

　

香
典
返
し
や
、
そ
の
他
あ

た
た
か
い
ご
寄
付
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
を
も
っ
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
、
受
付
順
） 

土
庄
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円	

池
本
幹
男	

新

橋

五
万
円	

中
崎　

元	

小

瀬

三
万
円	

中
井
泰
則	

本
町
一
丁
目

五
万
円	

山
本
辰
雄	

　

柳

五
万
円	

高
橋
伸
幸	

本
町
二
丁
目

五
万
円	

山
崎
政
則	

千　

軒

三
万
円	

笠
井
宏
一	

本
町
二
丁
目

五
万
円	
三
枝
茂
光	

日　

進

三
万
円	
上
谷
留
美
子	

鹿

島

三
万
円	

山
本　

剛	

吉
ケ
浦

三
万
円	

堀
川
満
宏	

東
之
町

三
万
円	

濵
野
雅
人	
寺　

東

三
万
円	

堀　

満
豊	
小

瀬

五
万
円	

市
村
克
美	

保
土
喜
崎

三
万
円	

中
本
賢
二	

　

柳

三
万
円	

三
枝
公
明	

西
本
町

三
万
円	

中
村　

徹	

大
木
戸

渕
崎
分
会
に
対
す
る
も
の

十
万
円	

東
口
友
幸	

川　

西

三
万
円	

畝
木
一
紀	

渕　

崎

三
万
円	

梶
原
一
成	

渕　

崎

五
万
円	

濱
本
一
雄	

川　

西

五
万
円	

中
岡
昭
三	

渕　

崎

五
万
円	

大
谷　

久	

大　

谷

三
万
円	

岡
崎
隼
人	

渕　

崎

三
万
円	

田
中
明
彦	

上　

庄

三
万
円	

外
山
洋
文	

北　

山

三
万
円	

平
林
正
樹	

渕　

崎

大
鐸
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円	

佐
伯
邦
博	

肥
土
山

三
万
円	

岡
田
初
義	

小
馬
越

三
万
円	

三
木
俊
明	

肥
土
山

三
万
円	

村
田
伊
佐
雄	

黒

岩

三
万
円	

三
木
香
里	

黒　

岩

三
万
円	

佐
伯
豊
樹	

肥
土
山

北
浦
分
会
に
対
す
る
も
の

五
万
円	

山
本
正
志	

馬　

越

三
万
円	

三
宅
国
政	

見　

目

三
万
円	

亀
石
圭
介	

屋
形
崎

五
万
円	

坂
本
弘
之	

渕　

崎

十
万
円	

木
場
隆
司	

馬　

越

四
海
分
会
に
対
す
る
も
の

三
万
円	

川
本
義
則	

長　

浜

三
万
円	
金
田　

章	

長　

浜

一
万
円	
関　
　

進	

伊
喜
末

三
万
円	

平
井
和
儀	

伊
喜
末

あ
た
た
か
い
善
意

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
平
成
25
年
1
月
11
日
か
ら
7
月
31
日
ま
で
）

福
祉
だ
よ
り
の
印
刷
費
の
一
部
は
共

同
募
金
配
分
金
を
あ
て
て
い
ま
す
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

あ
た
た
か
い
善
意

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
平
成
25
年
1
月
11
日
か
ら
7
月
31
日
ま
で
）



こんな工夫があるよこんな工夫があるよ

　土庄町福祉会館という所はとても寄り
易い場所ですね。私たちはそこに目をつ
け、高齢者等の居場所作りを考えました。
ホットハートサポーター（介護予防サポー
ター講習会受講済）の数人が話し合って
スタートしたのが、このサロンです。22
日しか空いていないというボランティア
旺盛な人ばかりですが、やる気一杯でし
た。チラシ作りから始まり、どこへお願
いに行くか、誰にどうするかなど意見を

出し合い準備にかかりました。この立ち上げには町内の自治会や老人クラブ、民生委員の方々の協力と
後押しをいただき、5 月22日に初回、その後は月 1 回開催し現在に至っています。既に、あちらこち
らで老人クラブや小グループでのサロンが次々出来ています。限られた人だけのサロンでなく、誰でも
何処の人でも気軽に自由に行けるサロンとして。また
居場所はいくつあっても良いと考え、今日はあの人と
明日はこの人と、次はどこに行こうかと。にこにこサ
ロン（社協）もその一つに選んで貰えたら良いと思い
ます。
　中身が大事ですね。何をお膳立てしておくかより、
来てくれた人たちで何をするか、いや何もしないで話
し込んでお茶を飲むだけでもいいじゃないかとの声も
上がりました。5 月にはスタッフは汗だくでしたが、多数の方々と男性の参加は嬉しかったです。6 月
はフラダンスの協力や民生委員余島さんの脳卒中チェックの話、7月には「悪質商法に気を付けて」寸

劇からの呼びかけでした。長続きできる主旨に合った
活動にと、スタッフ仲良く頑張っているところです。

毎月22日1時半から、福祉会館で会費100円、
誰でも予約なしで参加できます。お待ちしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　笠井　美惠子

　7月5日　土庄小学校の 5年生が福祉会館に見学に
きました。
　土庄町の公共施設で、多くの人が利用しやすいよう
にどのような工夫をしているかを熱心に調べていまし
た。高齢者や障がい者の為に大きなスロープがあるこ
とや、車いすも無料で貸出をしていることなどを知っ
て、しっかりノートをとっていました。
　車いすにもみんな興味を示し「乗ってみたい。」と
の声も多数。交代で車いすに乗ったり、友達の乗って
いる車いすを押したりと賑やかな校外学習でした。

表紙の紹介

福祉だよりは７１号から『にじ』に新しくなりました。末長くご愛読をお願いします。

をはじめましたにこにこサロン


